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チャトゲコナジラミの侵入初期のモニタリングにおける

黄色粘着トラップの有効性

上杉龍士*・佐藤安志

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所

Counting Adults on a Yellow Sticky Trap Is Usefu1 for Monitoring the Tea Spiny Whitefly， A1eurocanthus camelliae 

(Hemiptera: A1eyrodidae)， at the Early 1nvasion Stage. Ryuji UESUGI* and Yas凶 U SATO Nationa1 1nstitute of 

Vegetab1e and Tea Science; 2769 Kanaya品 ushidoi，Shimada， Shizuoka 428-8501， Japan. Jpn. 1. App1. Entomo1 

Zool. 57: 35-41 (2013) 

Abstract: The invasive tea spiny whitefly， A1eurocαnthus camelliae Kanmiya and Kasai， is now spreading 

throughout tea p1antations in Japan. Monitoring in pre-invasion areas is necessary for systematic contro1 this spe-

cies at the ear1y invasion stage. 1n this study， two monitoring methods were examined at tea p1antations near the 

time of first invasion in Shizuoka Prefecture， Japan. The first method was to detect adults captured on a yellow 

sticky trap， and the second was to detect nymphs by samp1ing tea 1eaves. A positive corr巳1ationwas observed be-

tween the number of adu1ts on a trap (re1ative density) and estimated nymph density. 1n many 1ocations where 

nymphs were not detected， adu1ts were captured by the traps. Additionally， more individua1s were detected by the 

traps than by searching tea 1eaves. This study shows that counting adults on a yel10w sticky trap is an efficient 

method for detecting this speci巴sat a 10w density and is therefore us巴fu1for monitoring at the early invasion 

stag巴.
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緒言

チャトゲコナジラミ A1eurocanthuscamelliae Kanmiya and 

Kasai (カメムシ目:コナジラミ科)は，中国 (Xuefenet al.， 

1997; Han and Cui， 2003)， 台湾 (Hsiaoand Shiau， 2004) 

および日本など東アジア諸国におけるチャ Camelliasinensis 

(L.) Kuntzeの重要な害虫である.チャに寄生すると，す

す病による茶品質の低下(山下・林田， 2006)のみならず，

農作業中の人の周辺に飛び回る成虫が不快感を生じさせ，

作業効率が大幅に低下するなどの被害を与える.本種は日

本において侵入害虫であり， 2004年 8月京都府宇治市にお

いて初めてチャで確認された(京都府病害虫防除所， 2005). 

その後は，滋賀県，奈良県，三重県など周辺地域へと被害

を広げるとともに，島根県，福岡県，埼玉県，大分県，静

岡県などの遠隔地域においてもチャへの寄生が相次いで確

認され始めるなど， その分布は拡大の一途をたどってい

る.一方， 2012年現在では，主要な茶産地である鹿児島県

(本土)，宮崎県および佐賀県では本種が確認されておら

ず，また既に本種の侵入が確認された県においても未侵入
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の茶産地が存在しており こうした茶産地では本種の侵入

が危慎されている.

今までに発生が確認された茶産地では，すす病の被害が

出るほどの甚発生になって初めて本種の侵入が確認される

ことが多い.この発生段階では 本種はすでに広範囲に分

布を広げており，被害抑止のためには枝葉の除去や殺虫剤

の高頻度散布など強力な防除手段を地域全体で行う必要が

ある. しかし，侵入早期に本種を発見できれば，防除効果

の高い冬期のマシン油散布(山下・吉安， 2010)や天敵の

シルベストリコパチに対して影響の少ない化学合成殺虫剤

(福山ら， 2011)を用いた防除体系を採用することにより，

計画的に被害を出さないための抑圧管理へと移行させるこ

とも可能で、ある.したがって 特に本種の未侵入地域にお

いては，本種の侵入後の早期発見が可能となる手法の開発

と継続的なモニタリング調査が重要で、ある.

微小見虫の発生状況のモニタリングの手法としては，吸

引トラップ(Johnson，1950; 岡田・工藤， 1982)や黄色粘

着トラップ (Berlinger，1980; Parrella and Jones， 1985; Gillespie 

and Quiring， 1987; Yano， 1987)による成虫の捕獲調査が良
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く用いられる.一般に侵入早期のモニタリングを行うため

には多数のトラップを広域に設置する必要があるが，黄色

粘着トラップは，電源や特別な機器を必要とせず取り扱い
も簡便であることから，侵入早期のモニタリングに適して

いると考えられる.また，コナジラミ類の成虫は一般的に

黄色に対する誘引性が強いので(Lloyd，1921; Macdowall， 
1972) ，黄色粘著トラップはチャトゲコナジラミの侵入初

期における低密度状況下で，効率よく存在を確認できる可

能性がある.

本研究では，黄色粘着トラップによる成虫捕獲がチャト
ゲコナジラミの侵入初期におけるモニタリングに適した手

法であるかどうかを検討するため 本種の侵入直後の静岡

県菊川市の茶園周辺に複数の調査地点を設け，黄色粘着ト
ラップによる成虫調査とチャ葉の抜き取りによる幼虫調査

を行い，侵入初期の低密度条件下における両手法の本種発

見効率の比較を行った.

なお，本研究は，農林水産省の新たな農林水産政策を推

進する実用技術開発事業研究課題 21002rチャの新害虫ミ
カントゲコナジラミの発生密度に対応した戦略的防除技術
体系の確立jにより推進されたものである.

材料および方法

調査地域は， 2010年 10月にチャトゲコナジラミの発生
が静岡県下で初めて確認(静岡県病害虫防除所， 2010) さ
れた静岡県菊川市の茶園 (Table1:調査地点 ID0)および

その地点から直線距離にして最大 4.524krnまでの範囲で

ある (Fig.1). この地域に複数の調査地点を設け，黄色粘
着トラップによる成虫調査とチャ葉の抜き取りによる幼虫

調査を 2011年に 4回にわけで行った.チャトゲコナジラ
ミは年 3，4世代発生する(竹著・村井， 2008; 山下・吉安，

2010)が， 2011年の静岡県での成虫発生ピークは 4回であ
り(小津，私信)，本研究でのトラップ設置期間は，それ
ぞれの成虫発生ピークが含まれるように設定した.なお，

調査地点の IDおよび初発生地からの距離などについての

詳細を Table1に示した

黄色粘著トラップは， Bug司 Scan骨 IVOG札System (Biobest 

N.V. Biological Syst巴ms，Belgium) を用いた.本トラップ
は，両面 10cmX10cmの範囲に粘着物質が塗布されてい
る黄色のプラスティックカードである. トラップの設置

は，緑色コーティングされた長さ 1.5mの金属棒(園芸用

支柱)の 2箇所に，針金でダブルクリップを固定したもの
を用意し，クリップで本トラップの上下を扶むようにして
固定することで、行った (Fig.2). またトラップは，本種の

捕獲効率が最も高いとされる底辺が茶樹の摘採面に接する

位置(山下ら， 2005)に設置した (Fig.2). このトラップ
を各調査地点の茶園の外縁部に 2つずつ設置し， 1週間ご
とに交換して，実体顕微鏡下で黄色粘著トラップに捕獲さ

れたチャトゲコナジラミの成虫を数えた.設置期間は各調

査固につき 3週間ずつであり 第 l回調査(越冬世代)は
2011年 5月2日から 5月23日， 第2回調査(第 l世代)

は7月8日から 7月29日，第 3回調査(第 2世代)は 8月

26日から 9月 16日， 第4回調査(第 3世代)は 10月 13

日から 12月3日である.

幼虫の調査では，黄色粘著トラップを設置した近辺から

チャ葉を採取し，葉裏に付着する幼虫を数えた.チャ葉の

採取日は， 2011年 5月9日， 7月 12日， 9月 17日， 11月4
日の 4回である.各調査地点について茶圏外縁部から l畝

につき 20枚，合計 100枚のチャ葉を抜き取った採取し
たチャ葉は，シュートの先端より数えて 4~6 枚目の葉で，
濃緑色で艶のある成葉を選んだ.この葉位の葉は前世代の
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Locations and numbers of adults and nymphs of Alew・'ocanthuscamelliae Table 1 
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くなっていたり，殻が潰れていたりするなど前世代の幼虫

のものと思われる古い殻は，データから除外した.

本種の相対密度である黄色粘着トラップによる捕獲成虫

数が，絶対密度であるチャ葉の抜き取りによって推定され

た幼虫密度を反映するか否かを調べるために，両者の対数

聞の相関関係を解析したまた，調査回ごとの両者の相関

性の傾向を明らかにするために，回帰直線の平行性および

幼虫の脱皮殻が残っているほど古いものではなく，ほぼ当

世代の幼虫のみが存在すると考えらえる.採取したチャ葉

は，実験窒に持ち帰り，実体顕微鏡下で葉裏に付着する終

齢 (4齢)幼虫を数えたなお，葉裏の終齢幼虫には羽化

した後や寄生蜂が脱出した後の殻だけになっているものも

存在していたが，これらは当世代の幼虫が残したものであ

ると考え，幼虫数に含めた一方，周縁部のロウ物質がな



によって幼虫の存在が確認できた調査地点は， トラップ調

査よりもず、っと少なく，第 1回調査では 24中初発生地点

のみの l箇所，第 2回調査では 38中 11箇所，第 3回調査

では 39中 12箇所，第4回調査では 33中15箇所であった

特に本調査期間中における本種の分布拡大の前線にあた

る，初発生地から 1.5km以上離れた調査地点のほとんど

で，幼虫を発見できなかった.

黄色粘着トラップによる捕獲成虫数とチャ葉の抜き取り

により推定された幼虫密度との相関関係を Fig.3に示し

た.幼虫が l匹以上見つかった調査地点においては，成虫

数と幼虫密度の対数値の聞に有意な正の相関関係 (p<

0.001 )が認められた (Fig.3 (b)， (c)， (d)). 

幼虫密度が 0.01個体/葉である場合に推定される黄色粘

着トラップでの捕獲成虫数は， Fig. 3の回帰直線と y=O.OI

との交点として算出が可能で、あり，その値は，第2回調査

では 143(95%信頼区間:49-418)個体，第 3回調査で 357

(126-1010)個体，第4回調査で225(39-1279)個体であっ

た.

採取したチャ葉 100枚に幼虫が発見されなかった調査地

点の中には， トラップによる捕獲成虫数において，上記の

幼虫密度である 0.01個体/葉(チャ葉 100枚の調査で幼虫

が 1匹発見される密度)で推定される 95%信頼区聞を超

えるものが存在したが， これは第 2回調査で 28中3調査

地点(調査地点 ID7， 10， 12)，第 3回調査で 28中l調査

地点(調査地点 ID7)，第4回調査で 17中2調査地点(調

査地点 ID9， 22)と多くはなかった. したがって，幼虫が

発見されなかった調査地点を考慮に入れても，捕獲成虫数

上杉龍士・佐藤安志

垂直方向へのずれの有意性を調べた.なお，上記の回帰分

析は全て SMATR(Warton et al， 2006)を用いて行った

黄色粘着トラップによって成虫の存在が確認できた調査

地点は，第 l回調査では 24中 17箇所，第2回調査で 38

中33箇所，第 3回調査で 39中38箇所，第 4回調査で 33

中33箇所であった (Table1). 一方で，チャ葉の抜き取り

果

38 
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Fig. 3. Correlations between the number of adults captured on two yellow sticky traps and the density of fourth instar Aleurocanthus 
camelliae nymphs at locations around the first detected site in Shizuoka Prefi巳cture，J apan目 Theregression lines were constructed by the 
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と幼虫密度の正の相関性は大きく揺らぐことはないと考え

られる.

捕獲成虫数と幼虫密度の対数値の回帰直線の傾きは，世

代を経るにしたがって小さくなる傾向があったが (Fig

1) ，有意性は認められなかった (p>0.05，平行性の検定).

また，回帰直線の垂直方向へのずれの有意性を多重比較し

た結果， (c)と (d)の回帰直線聞には有意なずれは認めら

れなかったが (P>0.05，Bonferoni法)， (b)と (c)および

(b)と (d)の回帰直線聞には有意なずれが認められた(そ

れぞれp<O.OOI，p<O.OOI， Bonferoni法).

考 察

調査を行ったチャトゲコナジラミの侵入周辺地域では，

目視による成虫の発見が困難な低密度発生茶園を含む多く

の調査地点において，黄色粘着トラップにより本種を確認

することができたまた黄色粘着トラップによって捕獲さ

れた成虫個体数は，幼虫密度が 0.01 個体/葉の時に 143~

357個体と推計され，チャ葉抜き取りによる幼虫調査より

も黄色粘着トラップによる成虫捕獲調査の方が，本種の発

見効率が極めて高いことが示唆された. したがって，黄色

粘着トラップによるチャトゲコナジラミの成虫調査法は，

本研究の調査地域のように侵入直後の低密度状況であって

も容易に生息を確認可能であり 本種の侵入初期における

モニタリングのために有効な手法の一つであるということ

がわかった.

黄色粘着トラップを用いて圃場単位で密度推定も含めた

チャトゲコナジラミのモニタリングを行う場合には， ト

ラップ l枚がカバーできる茶園面積を明らかにしておく必

要があり，そのためにトラップの有効な誘引距離と成虫捕

獲効率に影響する各種要因についての情報が必要で、ある.

オンシツコナジラミでは 黄色粘着トラップの有効な誘引

距離は 15m程度とされている (Parket a1.， 2011). チャト

ゲコナジラミにおいても，低密度状況であるにも関わらず

相当な数の成虫がトラップに捕獲されたことから，かなり

広い範囲から成虫が誘引されていたことが推察されるが，

具体的な誘引距離は今後の調査により明らかにする必要が

ある.またオンシツコナジラミやタノtココナジラミにおい

て，黄色粘着トラップによる調査は発生密度を迅速かつ簡

便にモニタリンク守するのに優れた方法としてよく用いられ

る (Gillespieand Quiring， 1987; Steiner et a1.， 1999; Kim et 

a1.， 2001). チャトゲコナジラミにおいても，黄色粘着ト

ラップによる成虫捕獲数は絶対密度である幼虫密度をよく

反映しており，発生密度の簡易モニタリング法としての利

用が期待できる.ただし，成虫捕獲数と幼虫密度との回帰

直線において，調査時期による傾きの違いや垂直方向のず

れが見つかっている.これらの原因としては，気温や天候

による成虫の移動性の変化，成虫誘引性の強いチャの新芽

の摘採や殺虫剤による成虫の死亡などが，黄色粘着トラッ

プでの成虫捕獲効率に影響を与えた可能性が考えられ，今

後さらなる検討が必要と考えられる.

黄色粘着トラップによるチャトゲコナジラミのモニタリ

ングにおいて注意すべき問題が 2つある. 1つ目は，設置

時期の問題である.黄色粘着トラップは成虫を誘引するの

で，成虫の発生期間に設置しなければ有効性を発揮しな

い.成虫の発生期は地域によって異なるが，越冬世代の成

虫は春期の一番茶新芽が伸長する時期に斉一に発生する

(山下・吉安， 2010)ので，その時期を狙ってトラップを

設置する必要がある.また，春期以外の場合は，本種の有

効積算温度定数および発育零点 (Kasaiet a1.， 2012)を使

い，有効積算温度則により成虫発生ピークを推定し，設置

時期を決定する必要があろう. 2つ目は，同時期に成虫が

発生し，形態が似ている近縁種のミカントゲコナジラミ A.

spzn砕rus( Quaintance) (加藤， 1970) との混同である.両

種は，おもに成虫前姐の斑紋の特徴 (Kanmiyaet a1.， 2011) 

を確認することで簡便に識別可能であるが，本種の前週は

柔らかいため，黄色粘着トラップへの付着の仕方によって

は識別が困難になる場合がある.ただし両種は，種特異的

プライマーによる PCR法によっても識別が可能である(上

杉・佐藤， 2011). 黄色粘着トラップへの捕獲後 1箇月程

度の成虫試料であれば，この手法による識別が可能な程度

のDNAが保持されていることが分かつており，黄色粘着

トラップ上の両種の混同は 多くの場合は避けることがで

きると考えられる.

本研究の調査地域は，以前から本種の被害が報告されて

いる近畿などの地域からは離れており，発生源は自然分散

によるものではなく人為的に移入された可能性が高い.な

お，静岡県菊川市のチャトゲコナジラミの初発生地(調査

地点 ID0)では，現地農家への聞き取り調査により，すで

に被害が広がっていた三重県から 2008年の秋にチャ苗が

導入されたことがわかっており，本種はこの百に付随して

侵入し，周囲の茶園へ分布を拡大させていった可能性が高

いと考えられる.本研究での調査地域では，初発生地(調

査地点 ID0)から遠ざかるにしたがって本種の密度が低く

なり，また同一地点における密度は世代を追うにしたがっ

て増加するという傾向がみられた (Table1). 本種の侵入

地点、からどの範囲の距離までトラップを仕掛ける必要があ

るかを策定するため，今後も初発地からの距離と密度との

関係を経時的に調査し，本種の拡散能力についての研究を

行う予定である.

摘 要

チャトゲコナジラミは日本各地の茶園に分布拡大中の侵

入害虫である.本種の未侵入地においては，侵入早期の段

階で本種を発見し，計画的に被害を抑止するための管理ヘ
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と移行させるために，継続的なモニタリング調査が重要で

ある.本研究では，本種が静岡県で初めて侵入確認された

茶園近辺の複数の調査地点にて，黄色粘着トラップによる

成虫捕獲調査とチャ葉の抜き取りによる幼虫調査の結果を

比較し，侵入初期の低密度下のモニタリングにおける黄色

粘着トラップの有効性を検討した.黄色粘着トラップによ

る捕獲成虫数は相対密度であるが，チャ葉の抜き取りによ

り推定された幼虫密度との聞に正の相関があることが分

かったまた葉の抜き取り調査では幼虫が発見されなかっ

た調査地点の多くにおいて 黄色粘着トラップで成虫が捕

獲されたさらにトラップによる捕獲成虫数と幼虫密度の

対数値の回帰直線から幼虫密度が 0.01個体/葉という低密

度下においても， 2つのトラップ (3週間設置)による捕獲

数の合計値は各調査回で 143(95%信頼区間:49-418)個

体， 357 (126ー1010)個体， 225 (39-1279)個体と比較的多

かった以上の結果から，黄色粘着トラップによる成虫捕

獲調査は，低密度下において本種の存在を確認するのに効

率が良く，ある程度の正確さで個体数密度の推定もできる

ことから，侵入初期のモニタリングに有効な手法になると

考えられる.
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